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特定健診実施率向上対策事業について 
【事業内容】 

１ 薬局による受診勧奨（H30・R元年度実施） 
（１）受付での受診勧奨 

薬剤師等において、国保被保険者を特定後、健診受診状況を確認の

上、未受診者に対してはリーフレット等を配布の上、口頭での声掛けに

よる受診勧奨を行います。 

・受付及び薬剤師において、保険証を確認した上で、

国保被保険者を特定 

・口頭にて、特定健診受診状況を確認。 

・未受診者を特定後、リーフレットを配布。 

・さらに、口頭での声掛けによる受診勧奨 

 

〔H30 年度実施結果〕120 店舗 12,292 名配付 29 市町村 

（配布枚数（店舗別・男女別・年齢別）） 

  配布枚数 12,292 名で女性が 7,298 名で年齢は 70～74 歳で 

 多くなっています。              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【薬剤師による勧奨の様

子】 

（２）管理栄養士による相談機能の活用 

薬の待ち時間などを活用して、食事や体調管理などの相談を受け付けています。相談内容は薬剤師

と共有し、減塩の工夫、カロリーダウンなど「食」の観点から健康づくりをサポートしています。こ

の栄養相談の時間を活用し、管理栄養士が受診勧奨の資料などを活用しながら、受診勧奨を併せて実

施します。 

 

〔H30 年度実施結果〕 

10 店舗で 297 名勧奨しました。 

 
 

〔管理栄養士による勧奨の様子〕 

   
 

 
 

 
 

項目 

  

件数 

男 4,971 

女 7,298 

不明 23 

合計 12,292 

 

項目 件数 

39 歳未満 58 

40〜44 歳 389 

45〜49 歳 476 

50〜54 歳 479 

55〜59 歳 672 

60〜64 歳 1,454 

65〜69 歳 3,810 

70〜74 歳 4,789 

75 歳以上 142 

不明 23 

合計 12,292 

 

 
   〔配付したチラシ（札幌市の場合）〕 
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（３）令和元年度 薬局による受診勧奨について（H30年度との主な変更点） 

   

    

 

 

（２）製薬メーカーの協力による医療機関を通じた受診勧奨 

 

道内各地の医療機関・医師が、おもに通院中の未受診者等を対象に受診勧奨を行います。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 実施市町村数及び店舗数を拡充 
道薬剤師会協力による 

・調剤薬局による受診勧奨                   （令和元年度予定） 

   ２９市町村、薬局１２０店舗               ４６市町村、薬局６０４店舗 

・管理栄養士による受診勧奨 

   １０店舗                        １５店舗  

○ ＫＤＢから抽出したデータからその市町の年代別による疾患有症率を明示 

○ 薬剤師等による口頭での声がけによる受診勧奨を円滑かつ効果的なものとするため、

チラシを活用した勧奨方法を実施薬局あて周知 
    例）未受診者から「なぜ、受診しなくてはいけないのか」照会には、”（チラシのＫＤＢ

のデータを示しながら）未受診者と同年代の人が抱えている疾患リスクを説明し、 

      病気の早期発見や安心して生活を送るため必要です”と返答 

 

       

 〔Ｒ元年度 薬局で配付したチラシ〕 

 

通常 8,000 円かかる 

ところを 1,200 円で 

受診できます 

  

健診医療機関一覧 

検査項目 

その市町村の年代別 

による疾患有症率を

明示 
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２．医療機関を通じた受診勧奨（H30・R元年度実施） 
実施に当たっては、製薬メーカーの道内各地に配置している MR（医薬情報担当者）が、医療機

関や医師に対して、受診勧奨を促進します。 

（１）受診勧奨方法 

医師や医療機関（事務局）を通じて、以下いずれかの方法により、受診勧奨促進します。 

・医師および医療機関（受付）により、受診勧奨チラシ配布 

・医師のみ受診勧奨チラシ配付 

・医療機関（受付）のみ受診勧奨チラシ配布 

・患者用資材の置き場所への設置 

 

 

 

 

 

〔資材置き場の設置の様子

〔H30 年度実施結果〕 

製薬メーカーのＭＲが、道内 420の医療機関を訪問し、受診勧奨を依頼した結果、353の医療

機関から協力を得られました。協力内容の内訳は、「患者さん用資材置き場への設置」が

27.5%、「医師、受付の両方で受診勧奨にご協力いただいた」が 94 件（26.6％）などとなって

おります。 

  

     
 

 

 

 

（２）令和元年度 医療機関による受診勧奨について（H30年度との変更点） 

  ○ 訪問医療機関数を拡充             （令和元年度予定） 

２５市町村・医療機関４２０カ所        ５２市町村・医療機関１，２０３カ所訪問 

  

 

 

 

 

 ,  
% 26.6 

 

 

 ,  

21.2 % 

 

 

 
, 27.5% 

 

 

 ,  

24.6 % 

 n=353  



                                          

令和元年度特定健診等普及啓発事業 

「～特定健診へ行こう！～とくとくキャンペーン＠アリオ」 実施報告 

 

１ 目的 

  北海道医療計画、北海道健康増進計画及び北海道医療費適正化計画に基づき、生活習慣病の

発症･重症化予防を推進するため、地域･職域保健の関係機関が連携し、特定健康診査･特定保健

指導の受診行動につなげるための普及啓発を行う。 

 

２ 実施主体等 

  主  催：北海道、札幌市、全国健康保険協会（協会けんぽ）北海道支部、（公財）北海道労働保 

健管理協会 

  後  援：NPO 法人日本腎臓病協会、NPO法人腎臓サポート協会 

  協賛企業：花王グループカスタマーマーケティング(株)北海道支社、北海道キリンビバレッジ(株) 

  協  力：サツドラホールディングス（株）、（株）イトーヨカー堂 

 

３ 開催日時及び会場 

  令和２年（2020 年）２月１日（土） １０：００～１６：００ 

  イトーヨーカドーアリオ札幌店 1 階ハーベストコート（札幌市東区北７条東９丁目２－２０） 

 

４ 内 容 

  特定健診・特定保健指導やメタボリックシンドロームの説明パネルと関係資料設置、脂肪モデル

等の展示、活力年齢や血管年齢等の簡易健康チェック、健康相談コーナーの設置他 

 

５ 従事者 16 名 （再掲：保健師 5 名、管理栄養士 3 名） 

  内訳 全国健康保険協会北海道支部       4 名（うち、保健師･管理栄養士各 1 名） 

（公財）北海道労働保健管理協会      2 名（保健師、管理栄養士各 1 名） 

     札幌市                  3 名（うち、保健師･管理栄養士各 1 名） 

    （株）サツドラホールディングス      1 名 

      北海道（地域保健課５、国保医療課１）   6 名（うち、保健師 2 名）  

 

６ 結 果 

・アンケート回答者は、381 名（昨年度 457 名、一昨年 394 名）と過去 2 年間と比較し、少ない結 

果となったが、新型コロナウイルスの影響により店舗来客数も例年より減少しているとのことで 

あったので、それを考慮するとある程度のお客様に参加していただけたと考える。 

・健康チェックコーナーは、NEO 活齢 199 名、メタボリ先生 114 名。健康相談コーナーは、4 名の 

希望者に実施。※集約したアンケート結果について別紙のとおり。 

 



令和元年度　特定健診･特定保健指導等普及啓発事業アンケート集計結果

開催日時：令和２年２月１日（土）10:00～１６：００
開催会場：イトーヨーカドーアリオ札幌店1階　ハーベストコート

○年代（人）
10代 8
20代 14
30代 41
40代 60
50代 91
60代 70
70～74才 51
75才以上 43
未回答 3

381

○性別

男性 127
女性 226
未回答 28

381

○職業
人数 割合(%)

会社員 88 23.1
団体職員 12 3.1
公務員 22 5.8
自営業 13 3.4
主婦(主夫) 76 19.9
学生 9 2.4
パート 57 15.0
無職 94 24.7
未回答 10 2.6

381

○居住地 区の内訳 割合（％）

札幌市 345 　 東 175 50.7
江別市 10 中央 33 9.6
恵庭市 5 白石 49 14.2
北広島市 1 北 26 7.5
小樽市 3 豊平 19 5.5
岩見沢市 2 厚別 13 3.8
苫小牧市 2 西 10 2.9

南 11 3.2
手稲 6 1.7
不明 3 0.9

345
未回答 3 　

381

○加入健康保険
人数 割合(%)

国民健康保険 161 42.3
協会けんぽ 81 21.3
健康保険組合 61 16.0
共済組合 28 7.3
後期高齢者医療 26 6.8
不明 24 6.3

381

○昨年4月から現在までに特定健診を受けましたか。

特定健診受
診

職場健診受診
受けて
いない

未回答

特定健診を
知らない（案
内がきてい
ない）

方法が分
からない

忘れて
いた

忙しくて受
けられない

面倒で
ある

健康なの
で必要性
を感じな
い

定期受診し
ており必要
性感じない

費用が
掛かる

その他
理由 （その他理由）

国民健康保険 47 19 86 9 8 0 11 15 11 6 19 3 12 受診予定、定期通院しているから

協会けんぽ 16 37 27 1 7 0 3 5 1 2 2 2 8 受診予定、機会がない、育休中など

健康保険組合 12 30 20 1 3 1 3 5 4 2 3 0 3 対象年齢外、ドッグ受診

共済組合 3 19 6 0 1 0 0 1 1 0 4 1 0  

後期高齢 10 1 12 3 0 0 0 0 0 3 6 0 0  

不明 0 7 15 2 4 2 2 1 0 1 2 0 3 まだ（案内が）きていない

合計 88 113 166 16 23 3 19 27 17 14 36 6 26

○生活習慣の自己チェック
77 33
61 55
93 117
43 105
12 118

86
・こういうイベントは定期的に開催して欲しいです。 123
・イベントで健康に係る件は役だってすごくよいです。
・すでに知っているが興味があった。
・健診内容を増やして欲しい。
・毎年受けていますが、今後も受けます。
・体脂肪がふつうでよかった。
・萎える

特定健診を受けてみようと思った

未受診理由（複数回答可）

〇本日のイベントに参加してみてどの様に思いましたか。
現在タバコを吸っている
同年齢性別と比べて歩くのが遅い

余市、伊達市、
帯広市　各２ 6

千歳市、三笠市、深川
市、枝幸町　各1 4

特定健診の仕組み・内容が理解できた

健康チェック（測定や相談）で自分の健康に関心が持てた

生活習慣病について理解ができた
その他
（その他、自由記載内容）

20才の頃に比べて体重が10キロ以上増えた
人と比べて食べるのが早い
野菜を一日2食以上食べない。
30分以上の運動を週2回以上継続して実施

就寝前2時間以内に飲食している

10代
2%

20代
4%

30代
11%

40代
16%

50代
24%

60代
18%

70～74才
13%

75才以上
11%

年代割合（N=381）

［性別］

男性 33.3％

女性 59.3％

アンケート配布状況 381枚（前年度比 76枚減）

特定健診対象年代

４０代～７４才 272名

全参加者の７１．４％

全体の約9割

が、札幌市民

47

16

12

3

10

19

37

30

19

1

86

27

20

6

12

9

1

1

0
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国民健康保険

協会けんぽ

健康保険組合

共済組合

後期高齢

健康保険種別 特定健診受診状況（N=357）

特定健診受診 職場健診受診 受けて… 未回答


